
ASEAN市場は経済構成状態の違いが出てマチマチの動き。強含みはベトナム、タイ。
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PSE総合指数（週足）のBESTテクであるBishamonは「売り継続」。上値は転換線に抑えられ、下値抵抗ラインであ
る先行スパン1を割り込んだ状態で、最悪の場合、7500ペソ前後の先行スパン2までの下押しも見ておくべき状況
となっている。ただ、先週はBSPは政策金利を0.25ポイント引き下げ4％としたことで、株価水準の下支えになると
みられる。今週も積極的には動かず、様子見を基本としたい。（Nishina）

市場一刀両断 PF47倍、勝率92％のBishamon判断は売り継続



アナリスト注目銘柄 Bloomberry Resorts Corp （BLOOM）
（DMC)
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【注目材料】世界旅行ツーリズム協議会（ＷＴＴＣ）が各国別の観光産業のGDP貢献度を算出。それによるとフィリピンは観光が全
体の24.7％を占め最大だった。金額ベースでは約820億米ドル。雇用創出に占める割合は農業に次ぐ２位となっている。この傾向
は今後も変わらず、GDP成長とともにBLOOMのような観光関連企業はGDP成長率並み以上の成長が期待できる。
【会社概要】リゾートホテルやカジノを展開する観光関連の大手。日本への進出も検討。業績好調で前6月期の純益は50％増で
あった。EPS成長率が高いためPVRは2.4倍とやや高めだが、経営安定度を示す投資力は542ポイントで最高レベル、格付けも
☆☆となっている。PSE総合指数採用銘柄。
【投資戦略】最適テクはBishamonで、その判断は過去100週で13勝1敗。PFは101.64倍となっている。このBishamonで「ドテン買い」
の判断が点灯。価格帯別出来高を見ると12.5ペソ前後までしこりがなく、一気に高値更新となりそうだ。

Analyst’s Take: Strong Buy



複製禁止。本資料はGLB.inc（以下「当社」といいます。）が情報提供のみを目的として作成したものであり、投資の推奨を行うものではありません。また、提供する情報は当社
が信頼に値すると判断したものを採用しておりますが、その正確性を保証するものではありません。また、これらを基にしたお取引及びその結果について当社は一切の責任を負い
ません。本データは将来の利益や結果を約束するものではありません。売買の最終判断はご自身の判断でお願い致します。また、本システムは事前の告知および予告なく変更する
ことがあります。あらかじめご了承ください。

3

“妥当株価ロボ”のメッセージ銘柄 Philippine Savings Bank (PSB)  

今週はインカムゲインが高いうえに、値上がり益も期待できる銘柄を見つけるために、投資期間=短期、
ウエイト＝インカム重視の条件で検索。その結果、3銘柄が抽出された。そのなかでもっとも流動性があ
りそうなPSBを選択した。配当利回りは直近で5％強で、最適テクのBishamonによる判断は買い継続と

なっている。金融関連のため妥当株価は計算不能で投資力も表面上低いが、銀行株の出遅れとして
相場妙味がある。先週末に急伸、遅行線が一気に陽転するとともに、価格帯出来高が膨らんでいた
57.6ペソを抜け、上値追いの条件が整っている。

http://フィリピン株.com/reasonable-stock/
https://mantentrade.web.fc2.com/glossary.html#no213
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テクニメンタル天気図銘柄 Arthaland Corporation （ALCO)

ここでは「テクニメンタル天気図」の銘柄検索機能を使い有望銘柄を抽出。ファンダメンタルズが右サイドにありテクニカルが安値に
位置する、逆張りバリュー銘柄を抽出した。縦・横軸表示を-10～10から1～21に変更。

今週はファンダメンタルズ＝15、テクニカル＝
12で検索、それに上昇トレンドを維持している
という条件も追加した。テクニカルの12は
Bishamonで買い判断が出た銘柄になる。これ
で抽出された2銘柄のうちPVRが低い（＝割安）
なALCOを選択した。格付けは8ポイントで☆と
やや低いが妥当株価倍率（PVR)は0.72倍台で
バリュー感は強い。投資力も420ポイントで平

均並み。安値圏での買い判断のため、慎重に
行くなら月曜日の動きを見る手もある。

http://フィリピン株.com/technical-diagnosis/technical-weather-map/
https://mantentrade.web.fc2.com/glossary.html#no210
https://mantentrade.web.fc2.com/glossary.html#no225
https://mantentrade.web.fc2.com/glossary.html#no234
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最低売買金額一覧（9/27現在）
現在）


